
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 

 

2018 年 3月 名古屋工業大学 川崎・石井研究室 

http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/tips/index.shtml 
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【リチウムイオン電池】 

2B 17 

2 相共存反応系の充放電曲線(グラファイトや LiCoO2など)では電位平坦部(プラトー)が観測されます。

何故ですか？ 

作成日： 2018年 11月 13日 

担当者： 中村 元海 

 グラファイトや LiCoO2は以下のような電気化学反応を起こす。 

           Li+ + e- + C6 ⇔ LiC6 

                      LiCoO2 ⇔ Li(1-x)CoO2 + xLi + xe
- 

ところでプラトーが観測されるということは、これらの反応がある一定の電位で起こっており、反応中

のリチウムイオンの脱挿入が一定のエネルギーで行われていることを意味する。グラファイトの場合は

充放電においてステージ構造を形成するが、その各ステージごとに反応電位が異なるため、複数のプラ

トーが観測される。 


